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　阿仁くまくま園が、４月23日に今季の営業を開始し、

開園初日には多くの子どもたちや家族連れが訪れ、ツ

キノワグマの赤ちゃんと触れあったり、２メートルを

超えるヒグマを間近で観察しながら楽しんでいました。

５月５日までのゴールデンウィーク中は、子熊とのふ

れあいのほか、盛りだくさんのイベントが開催されま

す。皆さんぜひご来場ください。～くまくま園の営業を開始～～くまくま園の営業を開始～

かわいい赤ちゃんグマかわいい赤ちゃんグマ

来場者に初お目見え来場者に初お目見え



縄文館の開館を祝って行われたテープカット

伊勢堂岱遺跡のジオラマ模型

縄文館の展示室
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５月25日（水）５月25日（水）４回目の参加

参加率50%を目指します参加率50%を目指します

今年の対戦相手今年の対戦相手

島根県
雲南市

鹿児島県
南さつま市

人　口：40,451人
面　積：553.18㎢
参　加：11回目
昨年度：58.4％

人　口：35,956人
面　積：283.59㎢
参　加：３回目
昨年度：46.7％

うんなん みなみ

３市で参加率を競います３市で参加率を競います
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　　　　　　　　　　　　毎年５月の最終水曜日に、実施される住民参加型のス
ポーツイベントです。午前０時から午後９時までに市内で15分以上継続して体を
動かした人の「参加率」を自治体同士で競い合います。

チャレンジデーとは?チャレンジデーとは?

【実施要領】

≪日　　時≫　５月25日（水）　午前０時～午後９時　
≪場　　所≫　北秋田市内全域（市内であればどこでも実施できます）
≪参加対象≫　市内にいる人（市民、通勤・通学者、観光客等どなたでも）
≪参加方法≫　15分以上継続して体を動かし、報告をする（１人１回のみ）
　　　　　　　▽普段の生活の中で行っている買い物、掃除、散歩などでもOKです
≪報告方法≫　参加報告書に名前を記入し、当日午後９時30分までに回収箱へ入れる
　　　　　　　▽報告用紙は、市役所、各総合窓口センター、各体育館、各公民館等に設置
　　　　　　　▽５月18日（水）から事前報告ができます

2015金メダル獲得記念イベント2015金メダル獲得記念イベント

≪応募資格≫　北秋田市に住所を有する方　　
≪応募期間≫　５月18日（水）～ 25日（水）
≪応募場所≫　市役所本庁舎　各総合窓口センター
　　　　　　　鷹巣体育館　合川体育館
　　　　　　　森吉スポーツセンター　阿仁体育館
≪応募方法≫　応募場所にある応募券に住所、氏名、
　　　　　　　電話番号を記入のうえ応募箱に投函し
　　　　　　　てください

～ 2016対戦市の特産品が当たる抽選会を開催～～ 2016対戦市の特産品が当たる抽選会を開催～

昨年獲得した金メダル

2013年 22.9％ → 2014年 45.7％ → 2015年 58.71％ 2013年 22.9％ → 2014年 45.7％ → 2015年 58.71％ 
≪金メダル：参加率50％以上　銀メダル：参加率29％～50％未満　銅メダル：参加率29％未満≫

近年の北秋田市は？近年の北秋田市は？
初勝利！初勝利！

年々参加率が上昇！年々参加率が上昇！
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コムコム・鷹巣地区公民館 市民ふれあいプラザ コムコム

　　市民ふれあいプラザ コムコム（☎62-1130　FAX：62-1669）　　市民ふれあいプラザ コムコム（☎62-1130　FAX：62-1669）

平成28年度平成28年度各公民館・コムコム定期講座各公民館・コムコム定期講座
◆募集期間

◆趣味悠々講座
広く趣味の発掘をしましょう。
開催期間　５月～翌年２月
開催日時　曜日は毎回変わり 9：00～12：00
講師　講師は毎回かわります　／　定員　15人
◆健康講座
リズムに合わせ手足を動かし、健康維持しよう。
開催期間　６月～ 11月 
開催日時　第２第４土曜日 19：00～21：00
講師　松岡時子さん　／　定員　15人

七座公民館（☎67-2529）◆やさしい書道講座
気軽に書を楽しみながら個性を育ててみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２火曜日 13：00～15：00
講師　佐藤信子さん　／　定員　10人
◆レクダンス講座
流行のメロディーや民謡に合わせて踊る創作ダンス
に挑戦してみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１水曜日 10：00～12：00
講師　桜井京子さん　／　定員　15人

栄公民館（☎62-0744）

坊沢公民館（☎62-4729）
◆薬膳料理で健康づくり
季節ごとの薬膳料理で、健康な体を作りましょう。
開催日　6/11、7/9、9/17、10/8、11/12、12/10
開催時間　毎回土曜日　10：00～13：00
講師　武田美知子さん
定員　15人　（材料費1500円程度）
◆初めての切り絵
切り絵は難しいと思っていませんか。大丈夫です。
初心者が対象の講座です。ゆっくり覚えましょう。
開催期間　６月～９月
開催日時　第１第３水曜日 10：00～12：00
講師　野呂泰子さん　／　定員　10人

◆袋物作り講座
タンスに眠っている洋服や着物を利用して袋物作り
に挑戦してみませんか。
開催期間　６月～ 12月
開催日時　第１日曜日 10：00～ 15：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人
◆着物・着付け講座
一人ではなかなかできない着付けを覚えてみません
か。いざという時に役立ちます。
開催期間　６月～ 12月
開催日時　第３土曜日 19：00～ 21：00
講師　山城よね子さん　／　定員　15人

綴子公民館（☎62-1472）

◆将棋講座
将棋を通じて仲間と交流しませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２金曜日 10：00～16：00
講師　金沢繁行さん　／　定員　10人
◆卓球講座
健康的にスポーツで汗を流しませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２月曜日 19：00～21：00
講師　佐藤文生さん　／　定員　20人

◆健康・レク講座
健康体操・ウォーキング、卓球、ニュースポーツレク
等を通じて楽しく健康に過ごしてみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１火曜日 10：00～12：00
講師　毎月変わります　／　定員　20人 
◆縄文講座（沢口公民館、七日市公民館共催）
伊勢堂岱遺跡に縄文館が開館します。これを機に学
習し、立派な縄文人を目指しませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２火曜日 10：00～12：00
講師　毎月かわります　／　定員　15人

七日市公民館（☎66-2001）

　　鷹巣地区公民館定期講座　　鷹巣地区公民館定期講座

　月　日(月) ～　月　 日(火)５ ９ ５17
　　市民ふれあいプラザ コムコム（☎62-1130　FAX：62-1669）　　市民ふれあいプラザ コムコム（☎62-1130　FAX：62-1669）

日本の伝統的な画法で描く日本画をはじめません
か？基礎から学ぶ入門講座。初回は写生を行います。
えんぴつと水彩絵の具セットをご持参ください。
開催期間　７月～翌年２月
開催日時　第２土曜日 13：00～15：00
講師　小笠原光さん　／　定員　10人

　　　はじめての日本画教室～アトリエ・コムコム 　　　はじめての日本画教室～アトリエ・コムコム 新規

おいしいお茶の淹れ方やおもてなしの作法を学び、
毎日心豊かに過ごしませんか。男性も大歓迎です。
普段着でお気軽にご参加を。（要茶菓代300円位）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第４水曜日 10：00～11：30
講師　佐藤美由起　／　定員　10人

　　　和のおもてなし煎茶講座　　　和のおもてなし煎茶講座新規

「吹き矢」は腹筋強化や内臓脂肪を減少させ、メタ
ボ予防など多くの効果が期待できるスポーツです。
運動のできる服装でご参加ください。
開催期間　６月～12月
開催日時　第３木曜日　14：00～16：00
講師　奈良生八さん　／　定員　15人

　　　Ｇちゃんの健康吹き矢教室　　　Ｇちゃんの健康吹き矢教室
じぃじぃ

いろいろな分野の講話や移動研修を行います。新し
い学びを通して、日常生活にエッセンスを与えませ
んか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３金曜日 13：30～15：00
講師　毎月かわります　／　定員　30人

　　　グッドライフ講座　　　グッドライフ講座継続

先人が歩んだ歴史や文化財に触れながら、北秋田に
あふれる宝を発掘しませんか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　随時
講師　佐藤俊晃さん　／　定員　15人

　　　北秋田の歴史ロマン ～ふるさと研究クラブ～　　　北秋田の歴史ロマン ～ふるさと研究クラブ～

入園前（１歳～）の子どもを対象に、親子で身体を
動かしたり、絵本の読み聞かせや簡単な工作を楽し
みます。おじいちゃん、おばあちゃんも大歓迎です。
（無料）

こども・ねまーる広場こども・ねまーる広場
開催期間　４月～翌年３月
開催日時　第２月曜日 10：00～11：30
講師　浅野厚子さん・成田康予さん 
定員　20組

通年

①希望講座 ②氏名 ③住所 ④年齢 ⑤電話番号を各公民館・コムコムまでお知らせください。
　申込み多数の場合は抽選となります。（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、
定員になり次第締め切ります）
　抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担となります。

※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます。※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます。

受
講
生
募
集

継続

継続

（要材料代、初回1000円）

「和」をテーマに、小物や料理などさまざまな手づ
くりを楽しみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２火曜日 13：30～15：30
講師　毎月かわります　／　定員　20人

　　　ものづくり・コムコム教室　　　ものづくり・コムコム教室新規

小学生を対象とした将棋講座です。「集中力」を育
む将棋をはじめてみませんか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２第３土曜日 13：00～16：00
講師　津谷忠正さん　佐藤隆蔵さん　
定員　15名　／　対象　小学生

　　　将棋名人弟子入り講座　　　将棋名人弟子入り講座新規

沢口公民館（☎62-4829）

市民の皆さんの学習や趣味を深めるお手伝いとして、定期講座を開設します
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　　阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82-2220　FAX：82-2221）　　阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82-2220　FAX：82-2221）

前田公民館・阿仁公民館 合川公民館・森吉公民館

地元食材を使ってさまざまな種類の料理を楽しく学
んでみませんか（要材料代）　
開催期間　６月～ 12月
開催日　第３水曜日 10：00～12：00
講師　五代儀則子さん　／　定員　15人

楽しくおいしい家庭料理講座楽しくおいしい家庭料理講座

モノや風景の素敵な写真の撮り方を学んでみません
か。レンズ交換のできるカメラ持参（要材料代）
開催期間　６月～ 10月　
開催日　第２火曜日 10：00～12：00
講師　コンドウダイスケさん ／ 定員 15人

　　　写真基礎教室　　　写真基礎教室

好きな編み針を使って、オリジナルの季節作品を編
み、楽しんでみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　第２金曜日 10：00～15：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

　　　楽しい編み物教室　　　楽しい編み物教室

陶芸の初心者教室です。基礎を学んで、すてきな作
品を作ってみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～ 10月　
開催日　第２第４土曜日 10：00～16：00
講師　湯瀬二美代さん　／　定員　10人

　　　初心者向け陶芸教室　　　初心者向け陶芸教室

四季折々のお花で生け花やアレンジメントを楽しん
でみませんか。（要材料代）
開催月　６月、７月、９月、12月、２月
開催日　第２水曜日 13：30～14：30/18：30～19：30
講師　山田綾子さん　／　定員　10人

　　　四季を楽しむ生け花講座　　　四季を楽しむ生け花講座

いろいろな軽スポーツを体験しながらみんなで健康
に過ごしませんか。（要保険料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　第３火曜日 10：00～12：00
講師　クマゲラスポーツクラブほか ／ 定員　20人

　　　健康スポーツ講座　　　健康スポーツ講座
手芸が好きな仲間たちと、楽しみながら小物を手作
りしませんか。初心者歓迎。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月　
開催日　第２火曜日 10：00～12：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　20人

よくばり手づくり講座よくばり手づくり講座

講演、見学、体験。仲間づくりで豊かな心を磨きます。
（要保険料・材料代等）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　月１回　平日 13：30～15：00
講師　内容によりかわります　／　定員　30人

　　　素敵にエンジョイライフ　　　素敵にエンジョイライフ

自分の体調に合わせた薬膳メニューを学びません
か。（材料費１回1500円程度）
開催日　６月～翌年２月（８月は休み）
時間　第２木曜日 10：00～13：00
講師　武田美知子さん　／　定員　16人

　　　薬膳料理教室Ⅱ　　　薬膳料理教室Ⅱ

　　合川公民館（合川農村環境改善センター　☎78-2114　FAX：78-2106）　　合川公民館（合川農村環境改善センター　☎78-2114　FAX：78-2106）

　　森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72-3259　FAX：72-3374）　　森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72-3259　FAX：72-3374）

★募集期間★募集期間

★各講座の申込方法★★各講座の申込方法★

①希望講座　②氏名　③住所　④年齢　⑤電話番号を各公民館・コムコム
までお知らせください。
　申込み多数の場合は抽選となります。（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、
定員になり次第締め切ります）
　抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代や保険料等は自己負担となります。

新規 新規

継続

継続

継続

継続継続

　月　日(月) ～　月　日(火)５ ９ ５17

パソコンの基礎を学び、日々の生活を便利にしてみ
ませんか。（無料）
開催期間　６月第２週～７月第１週
開催日　毎週土曜日 10：00～12：00
講師　田中俊生さん　／　定員　10人

　　　初級パソコン講座　　　初級パソコン講座

継続

継続

継続

　　前田公民館（前田公民館　☎84-8770）　　前田公民館（前田公民館　☎84-8770）

簡単な小物づくりやクッキングを楽しみながら、仲
間づくりと心と体の健康を目指しませんか。（要材
料費）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３木曜日　9：30～12：00
講師　森川征子さん　／　定員　15人

　　　小物づくりと簡単クッキング　　　小物づくりと簡単クッキング新規

▲　楽しく体を動
かす「健康ス
ポーツ講座」

▲

体の中から健
康になる「薬
膳料理教室」

（森吉公民館）

パッチワークの基本的パターンの縫い方を覚えてみ
ませんか。ゆっくり取り組みます。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２第４月曜日 13：30～15：30
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

　　　パッチワーク講座　　　パッチワーク講座

阿仁地区及び近隣の名所、史跡を訪ね郷土の歴史と
文化に触れてみませんか。（要保険料）
開催日　６/29(水)、７/29(金)、９/23(金)、

10/21(金) ※詳細は随時お知らせ
講師　戸嶋 喬さん　／　定員　20人

　　　ふるさと歴史散歩　　　ふるさと歴史散歩

簡単なストレッチや体操を行い「疲れ、コリ、痛み」に
悩まない身体づくりを始めてみませんか。（無料）
開催期間　６月～ 12月　
開催日時　第３水曜日 13：30～15：00
講師　西根千鶴さん　／　定員　20人

　　　健康体操教室　　　健康体操教室
調理のコツを教わりながら旬の食材を利用しておい
しい料理を作りませんか。（要材料代）
開催月　６月、７月、10月、12月
開催日時　第２金曜日 10：00～13：00
講師　斉藤イヨ子さん　／　定員　15人

　　　季節の料理教室　　　季節の料理教室新規 継続

継続

継続

▲郷土の歴史を学ぶ「ふるさと歴史散歩」
（阿仁公民館）
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市長訓示／市長ダイアリー 北秋田市クリーンリサイクルセンター建設工事起工式／地域公共交通活性化協議会

　
平
成
28
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
4

月
1
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
、
主
幹
級
以

上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
を
前
に
津
谷

市
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
『
第
２
次
北
秋
田
市
総
合

計
画
』の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る『
北

秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
』
に
ふ
れ
「
産
業
振
興
に
よ
る
仕
事

づ
く
り
、移
住
・
定
住
対
策
、少
子
化
対
策
、

新
た
な
地
域
社
会
の
形
成
、
こ
の
４
つ
の

基
本
目
標
を
具
現
化
し
、
成
果
指
標
を
達

成
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
年
」
と
述
べ
、

特
に
『
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
』
の
達
成
に
重
点
を
置
き
、
産
業
部
を

増
員
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１

７
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
開
催
地
と

し
て
、
大
会
の
成
功
を
目
指
し
て
増
員
し

た
な
ど
、
重
点
施
策
遂
行
に
向
け
た
人
事

配
置
に
努
め
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
「
北
秋

田
市
に
魅
力
を
感
じ
て
、
北
秋
田
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
全
国
に
売
り
込
も
う
と
い
う
新

た
な
企
業
の
進
出
や
、
農
業
の
６
次
産
業

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
々
、

伝
統
行
事
を
復
活
さ
せ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
集
落
、
地

域
資
源
を
大
い
に
発
信
し
よ
う
と
多
種
多

様
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
移
住
者
の
方
々
、

中
心
市
街
地
と
商
店
街
活
性
化
に
取
り
組

む
若
手
商
店
主
た
ち
な
ど
『
自
分
た
ち
の

力
で
街
を
変
え
て
い
こ
う
、
活
性
化
し
て

い
こ
う
』
と
い
う
頼
も
し
い
新
た
な
力
が

芽
生
え
て
い
る
。
行
政
は
、
こ
の
芽
が
大

き
く
育
ち
成
功
さ
せ
る
よ
う
、
懸
命
に
努

力
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
で
き
る
限
り
の

応
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
全
員
が
力
を
合
わ
せ
、
責
任

あ
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、
市
民
が
こ

の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
北
秋
田
市
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

年
度
始
め
の
市
長
訓
示

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
に

◇
３
月
16
日
〜
４
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
鷹
巣
小
学
校
卒
業
式（
同
校
）

▽
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
秋
田
県
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
黄
色
い

帽
子
贈
呈（
本
庁
舎
）

▽
超
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
実
稼
動
に
向
け
た
記
者
会

見（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
閉
校
式（
同
校
体
育
館
）・
閉
校
記
念
碑

除
幕
式（
同
校
前
庭
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
の
思
い
出
を
語
る
会（
ホ
テ
ル

松
鶴
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
ス
キ
ー
部
第
65
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
女
子
総
合
優
勝・女
子
リ
レ
ー
優
勝・男
子
リ
レ
ー
準
優
勝
祝

賀
パ
レ
ー
ド
セ
レ
モ
ニ
ー
／
祝
賀
会（
鷹
ノ
巣
駅
前
／
中
央
公
民
館
）

▽
能
代
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典（
能
代
市
）

▽
平
成
28
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▽
平
成
27
年
度
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
臨
時
総
代
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
卓
球
協
会
創
立
10
周
年
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽「
北
秋
田
市
警
察
情
報
の
住
民
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」締
結
調
印

式（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
下
水
道
事
業

運
営
審
議
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
信
用
組
合
と
の
地
方
創

生
包
括
連
携
協
定
締
結（
本
庁
舎
）

▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
年
度
始
め
の
市
長
訓
示

及
び
新
規
採
用
職
員
紹
介（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式（
同
所
）

▽
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

▽「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会（
北
欧
の

杜
公
園
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
元
鷹
巣
町
消
防
団
分
団
長
故
出
川
恒
男
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
第
1
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施

設
建
設
工
事
起
工
式（
同
所
）▽
市
役
所
職
員
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ（
本

庁
舎
周
辺
）

▲新年度にあたり、主幹級以上の職員ら
を前に津谷市長が訓示

３
月
16
日（
水
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

19
日（
土
）

21
日（
月
）

22
日（
火
）

25
日（
金
）

26
日（
土
）

28
日（
月
）

31
日（
木
）

４
月
1
日（
金
）

５
日（
火
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

12
日（
火
）

15
日（
金
）

北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
起
工
式

工
事
の
安
全
を
祈
願

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
を
目
指
し
て

　
北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
建
設
工

事
起
工
式
が
、
４
月
15
日
に
坊
沢
字
大
野

宮
後
地
内
（
現
稼
働
施
設
隣
接
地
）
で
行

わ
れ
、
関
係
者
ら
約
40
人
が
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
現
施
設
は
、
平
成
２
年
か
ら
稼
働
し
て

お
り
、
焼
却
炉
等
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
新
施
設
に
は
、
1
日
16
時
間
運
転
で
25

ト
ン
処
理
で
き
る
流
動
床
式
焼
却
炉
を
2

基
設
置
し
ま
す
。
新
し
く
採
用
さ
れ
た
流

動
床
炉
は
、
流
動
状
態
の
熱
砂
か
ら
ご
み

第
1
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
熱
が
伝
達
さ
れ
、
ご
み
の
乾
燥
、
ご
み

の
ガ
ス
化
、
ガ
ス
の
燃
焼
と
い
う
過
程
を

と
り
ま
す
。
炉
床
単
位
面
積
当
た
り
の
処

理
能
力
が
大
き
い
、
局
部
的
な
高
熱
部
や

低
温
部
が
発
生
し
な
い
、
砂
が
熱
を
蓄
積

す
る
た
め
急
熱
急
冷
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
式
典
は
、
建
設
現
場
に
仮
設
さ
れ
た
テ

ン
ト
で
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
、
津
谷
市
長

が
く
わ
入
れ
や
玉
串
奉
て
ん
し
、
来
賓
や

地
元
自
治
会
長
、
施
工
関
係
者
ら
と
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、津
谷
市
長
は「
新
施
設
は
、

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
廃
棄
物
を
安

定
的
か
つ
効
率
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
発
生
す
る
焼
却
残
さ
を
減
ら
し
、
最

終
処
分
場
の
延
命
を
可
能
に
す
る
ほ
か
、

施
設
で
発
生
す
る
熱
を
場
内
の
暖
房
や
給

湯
に
有
効
活
用
で
き
る
。
当
市
が
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
す
中
に
あ
っ
て
、
大

変
大
き
な
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
り
、
心

か
ら
期
待
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で
。

新
施
設
の
竣
工
前
に
、
試
運
転
な
ど
を
繰

り
返
し
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
が
、
４
月
15
日
に
市
役
所
本
庁

舎
で
行
わ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
設
置
し
、
生
活
交
通
確
保

の
た
め
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

等
に
よ
り
利
用
者
は
激
減
し
て
い
る
ほ
か
、

様
々
な
移
動
手
段
が
混
在
し
て
い
る
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

 　
今
回
、
設
置
し
た
「
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」
は
、
市
、
バ
ス
事
業
者
、

ハ
イ
ヤ
ー
協
会
、
各
地
区
の
住
民
代
表
者
、

警
察
署
な
ど
で
構
成
。
既
存
の
地
域
公
共

交
通
会
議
に
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
法

定
協
議
会
」
と
し
て
の
機
能
を
追
加
し
、

組
織
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
主
な
変
更

点
と
し
て
は
、
協
議
会
の
名
称
の
ほ
か
、

会
長
を
北
秋
田
市
長
が
務
め
る
こ
と
、「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
や
事

業
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
の
協
議
会
で
は
、
津
谷
市
長
が

「
近
年
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
、
利
用
者

が
選
択
す
る
移
動
手
段
の
変
化
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
維
持
に
困
難
が
生
じ
て
お
り
、

よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
再
構
築
が
必
要
。
協
議
会
で
は
行
政
や

運
行
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
や
地

域
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
公
共
交
通
の
在

り
方
を
協
議
し
な
が
ら
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
事
務
局
か
ら

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
協

議
会
の
開
催
予
定
や
実
証
運
行
の
実
施
、

計
画
に
対
す
る
市
民
の
意
見
募
集
を
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲実証運行の計画などが承認された、地
域公共交通活性化協議会

▲新クリーンリサイクルセンター竣工に
向けて、玉串奉てんなどを行った起工式
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伊
勢
堂
岱
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
推
進
サ
ケ

放
流
事
業「
第
６
回
カ
ム
バ
ッ
ク
・
縄
文
サ
ー

モ
ン
」
が
、
４
月
９
日
に
同
遺
跡
近
く
を
流

れ
る
湯
車
川
で
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
30
人
が

参
加
し
、
サ
ケ
の
稚
魚
約
３
万
匹
を
放
流
し

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
同
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
佐
藤
善
壽
代
表
が
「
縄
文
時
代
か

ら
遡
上
し
て
き
て
い
る
、
サ
ケ
の
歴
史
を
無

く
し
て
は
い
け
な
い
。
サ
ケ
が
大
き
く
な
っ

て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
、
願
い
な
が
ら
放
流

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
川
岸
に
並
ん
で
「
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
来
て
」
と
声
を
か
け
て
放
流

し
て
い
ま
し
た
。
サ
ケ
の
稚
魚
は
、
春
の
日

差
し
が
差
し
込
む
川
面
を
力
強
く
泳
ぎ
回
り
、

下
流
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。▲サケの稚魚３万匹を放流した、第６回カ

ムバック・縄文サーモン

大きくなって帰って来て ●第６回カムバック・縄文サーモン

　
平
成
28
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
か
ら
始
ま
り
、
北
秋
田
地
区
交
通

安
全
協
会
（
佐
藤
登
会
長
）
主
催
の
総
決
起

集
会
が
、
北
欧
の
杜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
決
起
集
会
に
は
、
安
全
運
転
管
理
者
協
会
、

事
業
主
交
通
安
全
推
進
協
会
、
交
通
指
導
隊

連
合
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ほ
か
、
北
秋
田
警
察
署
や
行
政
関

係
者
な
ど
、
約
２
０
０
人
が
参
加
。
佐
藤
会

長
は
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
母
の
会
が
「
交
通
安
全

音
頭
」
を
披
露
。
集
会
の
あ
と
、
参
加
者
か

ら
拍
手
で
見
送
ら
れ
な
が
ら
会
場
を
出
発
し

た
パ
ト
カ
ー
や
パ
レ
ー
ド
車
が
、
市
内
を
巡

回
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。▲パトカーやパレード車が、市内を巡回し

て交通安全を呼びかけました

子どもと高齢者の交通事故防止を ●春の全国交通安全運動総決起集会

　
市
内
の
小
学
校
で
は
、
４
月
７
日
、
８
日

に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
が
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
鷹
巣
西
小
学
校
と
統
合
し
た

鷹
巣
小
学
校
（
嶋
田
美
香
校
長
）
に
は
63
人

の
新
１
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
入
学
式
で
は
、
新
入
生
が
上
級
生
と
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
入
場
。
新
入
生
の
点
呼
で
は
、

担
任
の
先
生
か
ら
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、
元

気
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
嶋
田
校

長
は
「
両
校
が
統
合
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

統
や
良
さ
を
も
と
に
、
新
し
い
鷹
巣
小
学
校

を
創
る
開
校
の
年
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
市
内
小
学
校
10
校
で
１
９
４
名
が
、
中
学

校
５
校
で
は
２
２
２
名
の
新
１
年
生
が
、
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

▲在校生の拍手の中、新１年生が、先生や
上級生と手をつないで元気よく入場

元気いっぱい楽しい学校生活がスタート ●市内小中学校入学式

　
元
鷹
巣
町
消
防
団
分
団
長
で
、
今
年
２
月

に
逝
去
さ
れ
た
出
川
恒
男
氏（
73
歳
・
糠
沢
）

が
、
こ
の
ほ
ど
叙
勲
の
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

し
、
４
月
12
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
川
氏
は
、
昭
和
39
年
に
鷹
巣
町
消
防
団

綴
子
地
区
隊
の
消
防
隊
員
と
し
て
任
用
さ
れ
、

消
防
団
改
組
に
よ
り
鷹
巣
町
消
防
団
団
員
と

な
り
、
平
成
14
年
か
ら
16
年
ま
で
分
団
長
を

務
め
る
な
ど
、
40
年
間
消
防
人
と
し
て
地
域

住
民
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
妻
の
昭
子
さ
ん
と
妹
の
松

岡
カ
ネ
子
さ
ん
が
出
席
。
伝
達
を
受
け
昭
子

さ
ん
は
「
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
、
団
員

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
素
晴
ら
し
い
章
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
う
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲水澤北秋田地域振興局長から、叙勲の伝
達を受ける出川昭子さん

消防人として地域住民のために尽力 ●故出川恒男氏叙勲伝達式

　
陸
上
競
技
の
幕
開
け
を
告
げ
る
第
54
回
河

田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋
田
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
、
4
月
23
日
に
市
役
所
周
辺
の
周

回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
４
７

人
の
選
手
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
同
大
会
は
、
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
た
旧
鷹
巣
町
出
身
の
故
・
河

田
康
雄
さ
ん
（
１
９
０
９
〜
１
９
８
７
）
の

遺
志
を
継
承
し
、
次
代
を
担
う
選
手
の
育
成

と
多
く
の
方
々
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
春
風
が
心
地
よ
い
絶
好
の
マ

ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
、
選
手
た
ち
は
沿
道
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
家
族
か
ら
「
が
ん
ば
れ
」

「
あ
と
少
し
」
な
ど
と
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

日
頃
鍛
え
て
い
る
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

▲陸上競技シーズンの幕開けとなった、第
54回河田杯マラソン

春風の中で健脚競う ●第54回河田杯マラソン大館北秋田ロードレース大会

　
北
秋
田
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
所
式
が
、
４
月
１
日
に
同
所
で
行

わ
れ
、
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
、
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

   

同
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
、
職
業
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
市
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
さ
さ
え
の
２
階
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
設
置
者
で
あ
る
県
北
報
公

会
の
疋
田
牧
男
理
事
長
が
「
障
が
い
の
あ
る

方
の
自
立
を
促
し
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る

た
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
就
労
と
、
身
近
な

地
域
で
就
業
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
支
援

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
利
用
者
に
よ
る
看
板
の
除
幕
を
行
っ
て
、

開
所
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

▲利用者が看板の除幕をして開所を祝った、
北秋田障がい者就業・生活支援センター

地域で職業生活が送れるように ●北秋田障害者就業・生活支援センター開所式
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北秋田市地域おこし協力隊コラム／地産地消の推進 空き家バンク制度 利用者募集

空き家バンク制度 利用者募集！

誰も使っていない空き家・・・でも誰も使っていない空き家・・・でも

　　その空き家を必要としている人が　　その空き家を必要としている人が

ぜひ空き家の登録を！

これまでの実績

☆空き家物件を登録すると

　申請書類及び物件を確認後、北秋田市のホーム
ページ等で情報を公開します。また、申込みがあっ
た際には、その情報を提供します。

空き家バンク制度の流れ空き家バンク制度の流れ

【平成27年度】 〈空き家登録件数〉　６件 〈成約件数〉　１件

希望にピッタリな物件をご紹介！
☆空き家バンク制度利用に登録すると

　市から利用希望内容に合致する物件情報を電話
やメール、郵送などでお知らせします。

空
き
家
の
所
有
者

空
き
家
の
所
有
者

≪北秋田市≫①空き家の登録 空
き
家
利
用
登
録
者

空
き
家
利
用
登
録
者

②ホームページに
空き家情報を公開

④希望と合致した物件が登
録された時は、情報を提供

⑤交渉申込み

⑥交渉申込みがあった
ことを連絡

北秋田市内宅建業者

⑥交渉申込みがあった
ことを連絡

【契約の仲介】⑦交渉及び契約 ⑦交渉及び契約

〇北秋田市ホームページ　　トップ　＞　くらしの情報　＞　住宅　＞　空き家バンク制度

売りたい方 ／ 貸したい方売りたい方 ／ 貸したい方 買いたい方 ／ 借りたい方買いたい方 ／ 借りたい方

北秋田市への定住の促進と地域の活性化を図ります

≪お問い合わせ・お申し込み≫　都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246

※この制度で市が行えるのは、空き家に関する情報提供と連絡調整までです。
　交渉及び契約については、市内宅建業者の仲介により行っていただきます。

　移住を考えている市外の方はもち
ろん、住宅をお探しの市民の方もご
利用できます。

　お申し込み方法や申請書の入手については、市のホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

空き家を購入された方へのリフォーム補助が新設！
　空き家を購入し、18歳以下の子供がいる世帯が
行う工事に対し、最大40万円の補助があります。
※詳しくは、14ページの「住宅リフォーム補助金」
をご覧ください。

　空き家の登録にあたり、「建物がだいぶ古いけど
大丈夫かな？」、「建物に家財が残っているけど、貸
し出しはできるの？」など不安や疑問があると思い
ます。まずはご相談ください。

③利用登録

北
秋
田
市
産
を
食
べ
よ
う

北
秋
田
市
産
を
食
べ
よ
う

〜
第
１
回
〜

　
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
等
を
地

域
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」を
推
進
し
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

今
年
度
数
回
に
わ
た
り
北
秋
田
市
の
農

業
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
北
秋
田
市
の
農
業
は
昭
和
の
頃
か
ら
、

水
稲
を
中
心
と
し
て
、
野
菜
や
畜
産
、

果
樹
な
ど
と
の
複
合
経
営
を
振
興
し
て

き
た
地
域
で
あ
り
、
食
料
供
給
地
域
と

し
て
地
域
経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
、
米
価
下
落
、
水
稲
を

中
心
と
し
た
経
営
か
ら
の
転
換
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
更
な
る
利
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
商
工
、
観
光
な
ど

の
他
産
業
と
の
融
合
を
図
り
、
農
業
振

興
に
関
す
る
取
り
組
み
の
中
核
と
な
る

施
設
と
し
て
農
産
物
直
売
施
設
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
数
年
前
か
ら
稲
作
を
中
心

と
し
た
経
営
か
ら
脱
却
し
、
畑
作
物
の

生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
地
域
で
盛
ん

に
生
産
さ
れ
て
い
る
左
記
の
作
物
を
推

奨
品
目
と
し
て
位
置
づ
け
、
生
産
振
興

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
生
産
組
織
や
生
産
者
等

に
お
い
て
も
、
機
械
能
率
強
化
や
規
模

拡
大
、
品
質
向
上
な
ど
畑
作
農
業
の
生

産
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
７
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の
農
産
物
等
直
売
所

「
お
お
だ
い
こ
」
で
は
、
農
家
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
安
心
安
全
で
新
鮮
な

農
産
物
が
、
多
数
店
内
に
並
び
ま
す
。

《
重
点
推
奨
品
目
》

　
き
ゅ
う
り
、
山
の
芋
、
ね
ぎ
、
え
だ

　
ま
め
、ニ
ン
ニ
ク
、ト
マ
ト
、ス
イ
ー

　
ト
コ
ー
ン
、
比
内
地
鶏
、
き
の
こ
類

《
推
奨
品
目
》

　
か
ぼ
ち
ゃ
、
し
し
と
う
、
ベ
イ
ナ
ス

　
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
、
小
玉
ス
イ
カ

　
セ
リ

▲農産物等直売所「おおだいこ」

北秋田市地域おこし協力隊　北秋田市地域おこし協力隊　
　北秋田市に移住して、半年が経ちました。まずは、地域の方々に知ってもらうことから始めて、だ

んだんと顔見知りも増え、だんだんと地域のことも分かり『移住してよかったな』と日々感じています。

　今、活動していることは、地域の郷土料理・食材の掘り起こし、地域の達人を知ること、６次産業

商品開発のための準備や農作業などで、これらをfacebookなどのSNSを通じて、北秋田市内外への情報

発信を行っています。

　これから連載していく、このコラムでも『地域に眠っているお宝』をたくさんお伝えしたいと思います。

　北秋田市に移住して、半年が経ちました。まずは、地域の方々に知ってもらうことから始めて、だ

んだんと顔見知りも増え、だんだんと地域のことも分かり『移住してよかったな』と日々感じています。

　今、活動していることは、地域の郷土料理・食材の掘り起こし、地域の達人を知ること、６次産業

商品開発のための準備や農作業などで、これらをfacebookなどのSNSを通じて、北秋田市内外への情報

発信を行っています。

　これから連載していく、このコラムでも『地域に眠っているお宝』をたくさんお伝えしたいと思います。

※次の情報を随時募集中です。（自薦・他薦問わず）

みなさんからのご連絡お待ちしています！

※次の情報を随時募集中です。（自薦・他薦問わず）

みなさんからのご連絡お待ちしています！

〒018-4301　北秋田市米内沢字七曲23

北秋田市産業部商工観光課　☎72‐5243
〒018-4301　北秋田市米内沢字七曲23

北秋田市産業部商工観光課　☎72‐5243

北秋田市地域おこし協力隊　九島　千春　北秋田市地域おこし協力隊　九島　千春　

●郷土料理・田舎料理の達人　●がっこ名人

●自慢の農産物　●山菜とり名人　

●集落で腕利きなおじいちゃん・おばあちゃん

●提供可能な空家、農地の情報　●農機具貸出し

●郷土料理・田舎料理の達人　●がっこ名人

●自慢の農産物　●山菜とり名人　

●集落で腕利きなおじいちゃん・おばあちゃん

●提供可能な空家、農地の情報　●農機具貸出し

コラム　Vol.１コラム　Vol.１

お力添えのほど、よろしくお願いします！

≪フェイスブックもご覧ください！≫

最近のマイブーム　『布草履作り』
ぞ う り

https://www.facebook.com/kitaakita.chiikiokoshi/
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交流広場交流広場

市民ふれあいプラザ市民ふれあいプラザ コムコムコムコム
５月２日から一般使用を開始します！
開館時間開館時間

午前８時30分から午後10時

申込方法申込方法 使用日の前日までに申請書を提出してください。
（通常の予約は使用日の３か月前からとします）

カフェカフェ

営業時間

《使用料の減免》
次の目的で使用される場合には、使用料の減免を受けることができます。
使用の申請書と一緒に減免申請書を提出してください。

【10割減免】

▽市が主催する行事に使用するとき

▽市内の小学校、中学校又は高等学校が学習文化活
動を目的として使用するとき

▽市内の保育園又は幼稚園が使用するとき

▽公民館の活動、図書館の活動又は子育て支援室の
活動に使用するとき

【５割減免】

▽市内の社会教育関係団体その他市民団体が公共の
利益に資する学習文化活動を目的に使用するとき

▽県又は国が共催又は後援する行事に使用するとき

▽身体障害者等福祉施設、身体障害者団体及び福祉
団体等の全市的組織が使用するとき

▽会社等が公共の利益に資する学習文化活動を目的
に使用するとき

施設の見取図と使用料は、
次ページに掲載しています。

誰でも気軽に
　　いつでも使用できます！

〇施設使用には、申込みが必要です。

※電話による『仮予約』も受付けていますので、お気軽にご利用ください。

予約不要予約不要フリースペースも充実
使用無料使用無料

▽交流広場

　施設中央部にある吹き抜けの開放的なスペースです
▽ねまーる広場

　子育て世代の親子の交流スペースです

▽市民ラウンジ

　テーブルといすが設置され、話し合いなどに便利です
▽学習ラウンジ

　仕切りの付いた学習机もあり、学習に最適です
▽ＰＣコーナー

　パソコンが９台設置され、自由に利用できます

《お問い合わせ・お申し込み》　生涯学習課生涯学習係（市民ふれあいプラザ内） ☎62‐1130

【１階】【１階】

【２階】【２階】

［訂正］ ４月号　19ページ（市民ふれあいプラザ オープニングイベント　５月１日 11：30 ～）【誤】鷹巣小学校 駒・奴踊り　→　【正】鷹巣南小学校 駒踊り　　訂正してお詫びします。

フラットフラット

誰でも気軽に利用できる「フラットな空間」

10時～16時

※会合などで利用するため、営業時間や休業
日の変更を希望される方はご連絡ください。
　できる限り対応します。（☎78‐3182）

休業日　不定期（５月中は無休の予定です）

申請場所及び方法

　市民の皆さんが市内業者を利用して、住宅のリフォーム又は増改築を行う場合に、補助金を
交付する制度です。

〇市に住民登録をされている方
〇市税等を滞納していない方
　（工事する住宅に住む家族を含む）

〇市内にある住宅（別荘等を除く）
〇賃貸（賃貸予定も含む）をしていない住宅
〇併用住宅は、住宅部分が面積の２分の１以上の住宅
〇申請者又は親や子が所有し、かつ居住する住宅
〇市長が同等と認める場合

〇補助対象となる工事費用が50万円以上の工事
〇平成29年３月24日までに完了する工事
〇市内に本店のある業者又は住民登録された個人が　
施工する工事

申請場所　都市計画課（森吉庁舎）、生活課（本庁舎）、
　　　　　合川及び阿仁総合窓口センター
申請方法　工事着手前に補助金交付申請書に次の書類

を添付して提出してください。

　対象となる方

　対象となる住宅

　対象となる工事

　対象となる方

　対象となる住宅

　対象となる工事

①住宅のリフォーム・増改築工事
　　補助対象となる工事費の10％の金額（限度額 20万円）　

②耐震・断熱、省エネ、バリアフリー、屋根の克雪対策に有効な工事
　　補助対象となる工事費の10％の金額（限度額 25万円）

③18歳以下の子どもが3人以上同居している世帯が行う工事
　　補助対象となる工事費の15％の金額（限度額 30万円）

④空き家を購入し、18歳以下の子どもが同居している世帯が行う工事
　　補助対象となる工事費の20％の金額（限度額 40万円）

③④が新設されました

NEW

①～④共通→工事契約書又は請書の写し／内訳明
細書又は見積書の写し／工事着工前の写真（施行
箇所がはっきりとわかる写真）／その他必要と認
める書類
※②～④の場合は上記に加えて、次の書類も必要
②指定様式による工事概要書／指定見積書／図面
③戸籍謄本等
④戸籍謄本等／空き家住宅証明書／建物の不動産
登記簿謄本の写し／売買契約書の写し

NEW

住宅のリフォーム、増改築等を実施する方を応援します住宅のリフォーム、増改築等を実施する方を応援します
～北秋田市住宅リフォーム支援事業～～北秋田市住宅リフォーム支援事業～

（補助対象とならないもの）
▽対象工事が重複する市補助制度の補助金に相当する費用（木造住宅耐震補助、浄化槽設置補助、介護保険
　住宅改修費支給など）　　▽公共工事の施行に伴う補償費の対象となる工事費用
▽門・塀等、いわゆる外構工事費用　　▽重複計上が認められていない他の補助制度を利用する工事費用
▽補助金の交付が適当でないと認められる工事費用

【お問い合わせ】　都市計画課都市計画住宅係　☎72-5246【お問い合わせ】　都市計画課都市計画住宅係　☎72-5246

【ご注意ください】
▽①～④の申請は併用できません。▽④の空き家は建築後10年を超えた住宅で、平成28年4月1日以降に取得した住宅に限り
ます。▽補助金の交付申請は、同一年度内に一回限りです。▽前年度までに本事業を利用された方は、先に受けた補助金と合
わせて、それぞれの限度額までの補助となります。
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市民
ラウンジ
市民
ラウンジ

研修室

Ｄ

研修室

Ｄ

研修室

Ｃ

研修室

Ｃ

研修室

Ｂ

研修室

Ｂ

研修室

Ａ

研修室

Ａ

音楽

スタジオ

音楽

スタジオ

大研修室大研修室

創作スタジオ創作スタジオ

学習ラウンジ学習ラウンジ

ＰＣコーナーＰＣコーナー

「コムコム」「コムコム」市民ふれあいプラザ市民ふれあいプラザ

◎使用料（１時間あたり）

多目的ホール
和室
調理実習室
特産品加工室
交流広場
　（50㎡まで）
　（50㎡超え）
多目的広場　※１日当り
　（10㎡まで）
　（10㎡超え）

多目的ホール
和室
調理実習室
特産品加工室
交流広場
　（50㎡まで）
　（50㎡超え）
多目的広場　※１日当り
　（10㎡まで）
　（10㎡超え）

810 円
270 円
540 円
540 円

100 円
210 円

100 円
１㎡ごとに
10円加算

810 円
270 円
540 円
540 円

100 円
210 円

100 円
１㎡ごとに
10円加算

1350 円
400 円
540 円
540 円

160 円
270 円

1350 円
400 円
540 円
540 円

160 円
270 円

入場料の
徴収なし

入場料の
徴収あり

厨房

事務室

カフェカフェ
チャレンジ

　ブース

チャレンジ

　ブース

チャレンジ

　ブース

チャレンジ

　ブース

多目的ホール多目的ホール

ステージステージ

調理実習室調理実習室

特産品
加工室
特産品
加工室

和室和室

バス待合室バス待合室

交流広場交流広場

１階平面図

多
目
的
広
場

多
目
的
広
場

ねまーる広場ねまーる広場

２階平面図

◎使用料（１時間あたり）

研修室
大研修室
創作スタジオ
音楽スタジオ
　楽器貸出

研修室
大研修室
創作スタジオ
音楽スタジオ
　楽器貸出

270 円
270 円
270 円
270 円
１台 200 円

270 円
270 円
270 円
270 円
１台 200 円

400 円
400 円
400 円
400 円

400 円
400 円
400 円
400 円

入場料の
徴収なし

入場料の
徴収あり

学習ラウンジ学習ラウンジ
音楽スタジオ音楽スタジオ

研修室研修室

大研修室大研修室

市民ラウンジ市民ラウンジ

創作スタジオ創作スタジオ

ＰＣコーナーＰＣコーナー

多目的ホール多目的ホール

ねまーる広場ねまーる広場

調理実習室調理実習室

和室和室

カフェカフェ

区　分区　分

施
設
案
内
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学びの広場

「高齢者がひらく新しい未来」「高齢者がひらく新しい未来」

　▲東大で北秋田市の事例発表を行う佐藤俊晃氏

　「高齢者による地域活性化促進事業・東大フォーラ
ム」が、３月24日に東京大学で行われました。
　このフォーラムは、各地で取り組まれている高齢
者の社会参画促進事業のネットワーク化を進めるこ
とを目指して文部科学省と東京大学が開催したもの。
全国から北秋田市と大分市がモデルに選ばれ『おさ
るべ元気くらぶ』の地域活動と公民館講座『Ｇちゃ
んサミット』の取り組みが発表されました。
　おさるべ元気くらぶ事務局の佐藤俊晃氏は、300
年の歴史がある「葛黒火まつりかまくら」の 15年

ぶりの復活にかける地域の願いや高齢者の活躍する
姿などを発表し、多くの参加者の共感を呼びました。

音楽館がミニわらび座に音楽館がミニわらび座に

　劇団わらび座の俳優岡村雄三さん・碓井涼子さん、
ピアノ伴奏の飯島優さんによる「劇団わらび座ミニ
コンサート」が、３月19日に浜辺の歌音楽館で開
催されました。
　成田為三の「浜辺の歌」・「赤い鳥小鳥」のほか、
民謡や童謡、ミュージカル曲など多彩な曲目が演奏
され、中でも話題を集めたわらび座のミュージカル
「為三さん！」から一曲が披露されると、来場者は
じっくりと聴き入っていました。
　また、岡村さんのギター演奏やお得意の声帯模写 　▲心に響く歌で来場者を魅了した定期演奏会

が飛び出すと客席に笑顔が溢れ、演奏者と会場が一
体となった心温まる楽しいコンサートとなりました。

～長寿社会における生涯学習政策－東大フォーラム～

～浜辺の歌音楽館第90回定期演奏会～

新公民館長が就任しました新公民館長が就任しました

　任期満了に伴い、各地区公民館の非常勤館長が新
たに任命されました。新館長の任期は平成28年４
月１日から平成30年３月31日までの２年間で、各
公民館の講座や行事等を企画します。
　公民館へのご要望などがありましたら、各地区の
公民館までお寄せください。

～２年間よろしくお願いします～

うすい

合川公民館
森吉公民館
阿仁公民館
前田公民館
大阿仁公民館
七座公民館
坊沢公民館
綴子公民館
栄公民館
七日市公民館

（☎78－2114）
（☎72－3259）
（☎82－2220）
（☎84－8770）
（☎84－2040）
（☎67－2529）
（☎62－4729）
（☎62－1472）
（☎62－0744）
（☎66－2001）

佐藤　隆男
庄司　邦昭
西根　邦明
石崎　弘美
大穂　耕一郎
戸澤　慎
佐藤　朗
成田　博幸
亀山　祐悦
佐藤　和博

（再）
（新）
（再）
（再）
（再）
（再）
（新）
（再）
（新）
（再）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

　
「
縄
文
時
代
編
」 

６

　
向
様
田
Ｄ
遺
跡
は
、
森
吉
山
の
北
裾

を
流
れ
る
小
又
川
に
あ
る
遺
跡
で
す
。

森
吉
山
ダ
ム
建
設
工
事
の
た
め
調
査
さ

れ
、
遺
跡
の
あ
っ
た
場
所
は
今
、
ダ
ム

の
湖
底
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
腕
輪
は
、
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
と
い

う
貝
を
加
工
し
て
製
作
さ
れ
た「
貝
輪
」

を
ま
ね
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土

製
の
腕
輪
で
す
。
貝
輪
は
手
首
や
腕
に

装
着
し
た
装
身
具
の
一
種
で
す
。

　
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
は
笠
貝
と
い
う
貝
の

仲
間
で
、
ア
ワ
ビ
の
よ
う
に
岩
場
に
へ

ば
り
付
い
て
い
る
、
や
や
扁
平
で
中
央

が
盛
り
上
が
っ
た
形
の
貝
で
す
。
貝
表

面
の
放
射
状
の
模
様
が
特
徴
的
で
、
貝

輪
は
こ
の
貝
殻
の
縁
の
部
分
を
残
し
て

貝
殻
の
殻
頂
（
一
番
高
く
盛
り
上
が
っ

た
部
分
）
を
含
む
中
央
部
分
を
打
ち
欠

い
て
リ
ン
グ
状
に
整
形
し
た
も
の
で
す
。

　
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
は
、
日
本
で
は
伊
豆

諸
島
南
部
以
南
や
大
隈
諸
島
・
ト
カ
ラ

列
島
な
ど
南
海
に
し
か
生
息
し
な
い
貝

で
す
が
、
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輪
は
、

○
貝
輪
を
模
倣
し
た
土
製
腕
輪

（
向
様
田
Ｄ
遺
跡
出
土
）

出
土
数
は
多
く
な
い
も
の
の
北
海
道
を

含
む
東
日
本
各
地
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
向
様
田
Ｄ
遺
跡
の
土
製
腕
輪
は
こ
の

貝
輪
の
特
徴
を
よ
く
写
し
取
っ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
は
実
物
の
貝
輪
を
見
て
作
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
腕
輪
は
破
損
し
割
れ
た
痕
跡
が
あ
り

ま
す
が
、
割
れ
目
の
両
側
に
孔
を
あ
け

紐
で
し
ば
っ
た
り
、
天
然
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
塗
り
接
着
し
た
跡
が
あ
り
、
修

繕
し
な
が
ら
大
切
に
使
っ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
の
土
製
腕
輪
は
、
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ

製
の
貝
輪
が
遠
く
南
海
か
ら
外
洋
を
渡

り
、
多
く
の
手
を
経
て
北
秋
田
の
山
間

の
地
へ
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
事
実
を
間

接
的
に
示
す
も
の
で
、
想
像
以
上
に
広

範
に
わ
た
る
縄
文
時
代
の
物
資
流
通
を

伝
え
る
資
料
の
一
つ
で
す
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

か
い
わ

ど
せ
い
う
で
わ

む
か
い
さ
ま
だ

▲貝輪を模倣した土製腕輪

■「
こ
ど
も
・
ね
ま
ー
る
広
場
」

　

１
歳
か
ら
入
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

を
対
象
に「
こ
ど
も
・
ね
ま
ー
る
広
場
」を

開
催
し
ま
す
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、工

作
を
楽
し
み
ま
す
。お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ

さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
５
月
９
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

※

毎
月
第
２
月
曜
日
開
催
し
ま
す
。

会
場　
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

　
　
　
「
ね
ま
ー
る
広
場
」

入
場
料　
無
料

■
コ
ム
コ
ム
内
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ー
ス
」

オ
ー
プ
ン

　
起
業
を
目
指
す
次
の
方
々
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
街
な
か
マ
ル
シ
ェ

　
農
産
品
及
び
農
産
品
加
工
品
を
販
売
し

ま
す
。
市
内
の
手
芸
グ
ル
ー
プ
も
参
加
す

る
予
定
で
す
。

代
表　
佐
藤
篤
子
さ
ん

時
間　
９
時
30
分
〜
13
時　

※

延
長
あ
り

▽
Ｌ
ｕ
ｘ
ａ
ｇ
ｅ（
ル
ク
サ
ー
ジ
ュ
）

　
健
康
美
を
求
め
る
女
性
向
け
の
サ
ロ
ン

で
す
。秋
田
県
で
は
初
と
な
る「
腸
楽
セ
ラ

ピ
ー
Ⓡ
」を
中
心
に
、ア
ロ
マ
リ
ン
パ
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
な
ど
も
お
勧
め
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、特
別

価
格
で
施
術
し
ま
す
。

◎
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
レ
ッ
ス
ン
や
ベ

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
を
募
集

申
問　　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

ビ
ー
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
も
月
１
〜
２
回
開
催

す
る
予
定
で
す
。（
対
象
１
か
月
健
診
後
〜
）

代
表　
梅
井
沙
織
さ
ん

時
間　
10
時
〜
18
時

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
文
政
18
年
（
１
８
３

０
年
）
建
築
で
藩
主
佐
竹
公
の
本
陣
を
務

め
た
肝
煎
り
住
宅
の
内
部
の
公
開
と
、
七

日
市
出
身
の
油
絵
画
家
、
長
岐
千
春
氏
の

絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

※
期
間
中
は
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま
す
。

期
日　
５
月
３
日（
火
）〜
５
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
七
日
市
「
長
岐
邸
」

入
場
料　
無
料　
※
駐
車
場
あ
り

　
郷
土
出
身
の
作
曲
家
、
成
田
為
三
先
生

の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
楽

し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
歌
い
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

練
習
日
時　
毎
週
土
曜
日　
９
時
〜
12
時

練
習
場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
月
１
０
０
０
円
（
後
援
会
費
）

長
岐
邸
の
Ｇ
Ｗ
一
般
公
開
＆

七
日
市
出
身
の
画
家
長
岐
千
春
氏
の

絵
画
展
を
開
催

申
問　　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

　

 

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

 

北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

 「
コ
ム
コ
ム
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

問

へ
ん
ぺ
い

あ
な
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同
校
は
、
昭
和
46
年
に
坊
沢
、
七
座
、

黒
沢
、
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
が
統
合
し
、

旧
坊
沢
小
学
校
の
校
舎
で
鷹
巣
町
立
鷹
巣

西
小
学
校
と
し
て
開
校
。
昭
和
48
年
に
現

校
舎
が
完
成
し
、
平
成
17
年
の
町
村
合
併

に
伴
い
、
北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
数
の
減
少

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
小
学
校
再
編
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
末
で
閉
校

し
、
新
年
度
か
ら
鷹
巣
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
、
児
童
や
教
職
員
の
ほ
か
、

保
護
者
、
地
域
住
民
を
含
め
約
３
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
津
谷
永
光
市
長
が
「
こ
れ

ま
で
児
童
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
数
々

の
輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
地
域
の
方
々

　

市
立
鷹
巣
西
小
学
校
（
嶋
田
美
香
校
長
、
児
童
数
84
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
44
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
19
日
に
同

校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
３
０
０

人
が
出
席
し
、
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
き

た
同
校
の
歴
史
と
伝
統
は
、
鷹
巣
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校 

閉
校
式

昭
和
46
年

48
年

50
年

51
年

52
年

53
年

54
年

57
年

59
年

63
年

平
成
３
年

13
年

17
年

20
年

21
年

23
年

24
年

27
年

28
年

坊
沢
・
七
座
・
黒
沢
・
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
を
廃
校

鷹
巣
町
立
鷹
巣
西
小
学
校
創
立
（
13
学
級
・
児
童
数
３
３
４
人
）

新
校
舎
落
成
式
典
挙
行

学
校
保
健
統
計
調
査
で
文
部
大
臣
表
彰

全
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
女
優
勝

西
小
学
校
後
援
会
設
立　

健
康
優
良
学
校
秋
田
県
１
位
（
小
規
模
校
）

記
念
像
「
高
き
を
め
ざ
す
子
ら
」
建
立

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
秋
田
県
表
彰　

全
日
本
健
康
優
良
学
校
特
選
校
表
彰
（
東
京
）

記
念
碑
「
頭
と
体
と
心
の
健
康
な
子
ど
も
」
建
立

学
校
保
健
教
育
に
貢
献　
文
部
大
臣
表
彰

小
学
校
野
球
郡
市
大
会
優
勝
（
３
連
覇
）

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
（
９
年
連
続
）

全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
入
選

郡
市
小
学
校
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会
総
合
優
勝
（
３
連
覇
）

統
合
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

統
合
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
と
改
称　
「
西
っ
子
ま
も
る
隊
」
発
足

農
山
漁
村
宿
泊
体
験
学
習
＆
修
学
旅
行

（
６
年
生　
３
泊
４
日　
北
海
道
木
古
内
町
・
函
館
市
）

車
い
す
寄
贈
に
対
し
て
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞

統
合
40
周
年
記
念
式
典
挙
行　

「
こ
ど
も
読
書
活
動
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰

学
校
保
健
推
進
実
践
校
で
最
優
秀
校

閉
校
式
典
、
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
、
思
い
出
を
語
る
会

卒
業
者
数
１
４
８
５
人

鷹
巣
西
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：鷹巣西小学校閉校　44年の歴史に幕を下ろす

に
と
っ
て
も
大
き
な
名
誉
で
あ
り
、
北
秋

田
市
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
在
校
生
、

卒
業
生
、
そ
し
て
地
域
の
住
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
、
活
力
の
源
で
あ
っ
た
同
校

が
、
統
合
以
来
44
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
ご

支
援
と
ご
尽
力
、
学
校
統
合
へ
の
ご
理
解

に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
嶋
田
校
長
は
「
鷹
巣
小
学
校
の
先
生
や

友
だ
ち
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
学

校
を
創
る
こ
と
、
勉
強
や
運
動
が
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

仲
間
と
二
つ
の
学
校
の
良
さ
を
生
か
し
て
、

活
気
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
校
を
創
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
鷹
巣
西
小
学
校

は
、
思
い
出
と
な
っ
て
一
人
一
人
の
心
に

刻
ま
れ
、
大
き
な
自
信
や
誇
り
に
な
り
ま

す
。
鷹
巣
小
学
校
で
も
何
事
も
恐
れ
ず
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
更
な
る
飛
躍

に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の

明
石
求
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
庄
司
弘
秋
田
県
教

育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
松
尾
秀
一
市
議

会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
閉

校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
佐
藤
光
悦
委

員
長
か
ら
児
童
代
表
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
全
校
児
童
が
「
あ
り
が
と

う　
鷹
巣
西
小
学
校　
思
い
出
は
永
遠
に
」

と
題
し
て
歌
と
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、同
校
の
前
身
の
坊
沢
、七
座
、

黒
沢
、
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
の
校
歌
を
披

露
し
た
ほ
か
、
校
史
や
思
い
出
を
振
り
返

り
「
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
力
に
変
え
て
、
私

た
ち
は
歩
き
出
し
ま
す
。
新
し
い
友
だ
ち
、

広
が
る
地
域
、
新
し
い
風
に
乗
っ
て
胸
を

張
っ
て
前
に
進
み
ま
す
。
あ
り
が
と
う
鷹

巣
西
小
学
校
」
と
声
を
合
わ
せ
体
育
館
に

響
か
せ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
嶋
田
校
長
が
津
谷
市

長
へ
校
旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
声
高

ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
44
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
校
庭
で
は
閉
校
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
碑
に
は
表
に
同
校
の

校
歌
の
歌
詞
、
裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。　

　
は
じ
め
に
、
佐
藤
実
行
委
員
長
が
「
西

小
の
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
碑
が
完
成

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

慕
わ
れ
た
西
小
の
記
念
碑
が
、
地
域
住
民

に
見
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

▲嶋田校長から津谷市長に校旗が返納
されました

44
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

　
三
澤
仁
教
育
長
は
「
立
派
な
記
念
碑
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
閉
校
式
の
呼
び
か
け

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
西
小
で
学
ん
だ
力

を
基
に
、
新
し
い
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場

で
、
も
っ
と
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。　

　
ま
た
、「
思
い
出
を
語
る
会
」
が
ホ
テ

ル
松
鶴
で
開
か
れ
、
卒
業
生
や
旧
職
員
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な
が
ら
思
い
出

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

閉校
記念特集

鷹
巣西小学校

44年の歴史に幕を下ろした市立鷹巣西小学校

　学校統合のため平成28年３月で閉校した鷹巣西小学校。閉校式では、全校児童が
鷹巣西小学校の前身の坊沢、七座、黒沢、緑ヶ丘の４小学校の校歌を披露したほか、
校史や思い出を振り返り、「楽しかった思い出を力に変えて私たちは歩き出します。
ありがとう鷹巣西小学校」などと呼びかけ、学び舎に別れを告げました。

　学校統合のため平成28年３月で閉校した鷹巣西小学校。閉校式では、全校児童が
鷹巣西小学校の前身の坊沢、七座、黒沢、緑ヶ丘の４小学校の校歌を披露したほか、
校史や思い出を振り返り、「楽しかった思い出を力に変えて私たちは歩き出します。
ありがとう鷹巣西小学校」などと呼びかけ、学び舎に別れを告げました。

西
小
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
大
き
な

自
信
や
誇
り
と
な
る　
　

嶋
田
校
長

輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
地
域
の
名

誉
で
あ
り
市
の
誇
り　
　

津
谷
市
長

校
　
歌

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
石
岡
順
吉

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
柴
田
源
太
郎

一
、
み
ど
り
の
里
に
　
澄
ん
だ
空

　
　
の
ぞ
み
は
は
る
か
　
森
吉
の

　
　
高
き
を
め
ざ
し
　
す
こ
や
か
に

　
　
学
び
の
道
を
　
進
も
う
よ

　
　
進
も
う
み
ん
な
　
西
小
学
校

　
　

二
、
ゆ
た
か
な
稲
穂
　
わ
た
る
風

　
　
流
れ
は
尽
き
ぬ
　
米
代
の

　
　
広
さ
と
き
そ
い
　
あ
た
た
か
な

　
　
愛
の
手
か
た
く
　
つ
な
ご
う
よ

　
　
つ
な
ご
う
み
ん
な
　
西
小
学
校
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平
成
28
年
度 

北
秋
田
地
区

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
期
日
】　
６
月
８
日（
水
）

【
時
間
】　
10
時
〜
11
時
30
分

【
場
所
】　
鷹
巣
体
育
館

【
対
象
者
】　

▽
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
（
在
宅

の
方
）

▽
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▽
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
関
係
者

※

い
ず
れ
も
北
秋
田
地
区
に
在
住
す
る
方

に
限
り
ま
す
。

【
実
施
種
目
】　
ボ
ッ
チ
ャ
／
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク

《
申
込
締
切
》　
５
月
31
日（
火
）

　
　

 

福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係

☎
62‐

６
６
３
７

■ふれあいプラザ ☎62‐1130
▼４/30（土）・５/１（日）オープニ
ングイベント＝［30日］９：00～
16：30［１日］10：00～17：00
▼５/９（月）こども・ねまーる広場
＝10：00～11：30
■合川公民館　☎78‐2114
▼５/15（日）第41回誕生の森記念
植樹＝10：00～11：00
■森吉公民館　☎72‐3259
▼５/13（金）森吉大学開講式＝
13：30～15：00

■文化会館　☎62‐3311
▼５/３（火）福祉チャリティーショー
（合川出身）林るり子「デビュー40周
年・歌謡・民謡・カラオケ」＝正午～
　　1000円（当日1500円）
▼５/８（日）秋田北鷹高校吹奏楽
部「第６回定期演奏会」＝14：00～
▼５/14（土）中込多実子ピアノコ
ンサート＝14：00～　　1000円
▼５/19（木）高鷹大学 「入学・開講
式」＝13：30～

料金

お
知
ら
せ

■スポーツ　☎62‐3800
▼５/１（日）第60回高松宮杯軟式
野球北秋田予選＝合川野球場
▼５/３（火）・４（水）第30回女子中
学生バレーボール東北親善鷹巣大
会＝鷹巣体育館
▼５/３（火）～５（木）小学校野球春
の観桜リーグ戦＝中央公園野球場
▼５/８（日）第60回高松宮杯軟式
野球北秋田予選＝中央公園野球場
▼５/７（土）～９（月）第60回県北
地区高校総体バトミントン競技＝
鷹巣体育館
▼５/14（土）・15（日）第36回全日
本学童軟式野球北秋田大会＝中央
公園野球場
▼５/15（日）・29（日）第71回国体
兼第67回県体軟式野球北秋田予
選＝合川野球場・森吉野球場
▼５/21（土）剣道強化練成会＝合
川体育館

料金

▼５/21（土）・22（日）第66回全県
中学校選抜野球鷹巣大会＝中央公
園野球場
▼５/21（土）・22（日）リトルシニ
ア春季東北大会＝合川野球場・森
吉野球場
▼５/25（水）2016チャレンジデー
＝北秋田市全域
▼５/25（水）第12回市長杯ユニカ
ール大会＝鷹巣体育館
▼５/25（水）～27（金）平成28年度
鷹巣地区バスケットボール大会＝
鷹巣体育館
▼５/28（土）・29（日）第11回北秋
田市・上小阿仁村ミニバスケット
ボール大会＝合川体育館
▼５/28（土）第36回全日本学童軟
式野球北秋田大会＝中央公園野球
場
▼５/29（日）2016日本マスターズ
北秋田予選＝森吉野球場

Ｎ
Ｈ
Ｋ-
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

お
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送

予
定
の「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」は
、

３
月
28
日
に
東
京
都
を
ス
タ
ー
ト
し
、

神
奈
川
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
と
日
本

海
に
抜
け
福
島
、
山
形
か
ら
東
北
を
北

上
し
て
北
海
道
を
目
指
し
ま
す
。

旅
の
ル
ー
ト
は
皆
さ
ん
の
手
紙

　
旅
の
ル
ー
ト
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
手

紙
に
よ
り
決
定
し
て
お
り
、
番
組
で
は

市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
応
募
期
限
》

　
５
月
16
日（
月
） 

必
着

《
応
募
内
容
》　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風

景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

《
応
募
方
法
》

▽
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

▽
郵
送　
〒
１
５
０‐

８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」
係

《
秋
田
県
の
放
送
予
定
》

　
６
月
27
日（
月
）〜
７
月
１
日（
金
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

申
問

在宅福祉サービス事業変更のお知らせ

　この事業の利用対象者は、おおむね65歳以上の高齢者や障がい者（児）等で、公共の交通機関の利用が困難な
方（寝たきりや車イスで、移動において常に介助が必要な方）です。４月から利用者負担金が変更されました。

▼高齢者障害者等外出支援サービス事業（利用者負担金が変わりました）▼高齢者障害者等外出支援サービス事業（利用者負担金が変わりました）

支援地域
居住地

利用者負担金（片道）利用者負担金（片道）

旧鷹巣町

旧鷹巣町
旧合川町
旧森吉町
旧阿仁町

500円
600円
700円
1,000円

旧合川町

600円
500円
600円
900円

旧森吉町

700円
600円
500円
800円

旧阿仁町

1,000円
900円
800円
500円

大館市・鹿角市
能代市

秋田市・弘前市
など

2,000円
2,600円
2,600円
3,000円

5,000円

※病院への通院のほか、選挙、会議、買い物、理・美容院、敬老式等地域行事、冠婚葬祭などの
社会参加にも利用できるサービスです。

▼家族介護慰労金支給事業（支給対象要件や支給額が変わりました）▼家族介護慰労金支給事業（支給対象要件や支給額が変わりました）
【支給対象】 下記に該当する方を介護している家族が支給対象となります。
①　介護認定が要介護３（認知Ⅲa以上）、要介護４又は５に認定されている65歳以上の在宅者
②　①と同等の状態にある40歳以上65歳未満の在宅者であって介護状態の原因が特定疾病によって生じた方
③　介護認定を受けていない在宅者で同等の状態であると判断される方

【支給要件】 下記のいずれの要件も満たしている月に支給されます。
①　上記介護者を月の15日以上（病院への入院及び施設への入所日数は在宅としない）在宅介護した月
②　介護サービス（※以下のサービスを除く）や障がい者の自立支援給付を受けていない月

【支給額】 月3,000円

福祉タクシー事業福祉タクシー事業

上記②の※以下のサービス

　市では、障がい者等がタクシーを利用す
る際のタクシー運賃の一部を補助するため、
タクシー利用券を交付していますが、４月
１日から助成対象者及びタクシー利用券の
交付枚数を拡大します。

◆身体障害者手帳の１級、２級、３級に該当する方
◆療育手帳（Ａ）に該当する方
◆精神障害者保健福祉手帳の１級に該当する方

高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639 ／ 福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637　　　高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639 ／ 福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637
　　　※各総合窓口センターでも申請できます。

申問

①訪問入浴介護サービス
②訪問リハビリテーションサービス

③居宅療養管理指導サービス
④訪問看護サービス
⑤福祉用具貸与サービス

⑥特定福祉用具購入補助サービス
⑦居宅介護住宅改修補助サービス

≪対象者≫ ※在宅で生活する方に限る

　　　　　年１６枚（年48枚）　
▽年度途中で申請した場合の交付枚数
　７月～９月までの申請：年12枚（年36枚）
　10月～12月までの申請：年８枚（年24枚）
　１月～３月までの申請：年４枚（年12枚）

交付枚数

助成対象者・利用券の交付枚数を拡大！助成対象者・利用券の交付枚数を拡大！

※（　）内の数字は、
人工透析治療のた
めに医療機関に通
院している方への
交付枚数です。

【申請に必要な物】
▽障害者手帳（身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳）

▽印鑑

５月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐3311
　３日～６日、11日、18日、25日
【開館時間】 午前９時～午後７時
　※土日、振替休日は午後５時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
【開館時間】 午前９時～午後５時
　３日～６日、11日、18日、25日
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
５
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、

　
30
日　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
又
は
通
知
書
と
、
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
後
期
）

期
日　
６
月
６
日
（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
出
産
予
定
日
が
７
月
か
ら
９
月
の

妊
婦
と
そ
の
夫

内
容　
先
輩
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
と
の
交
流
／

母
乳
育
児
・
乳
児
の
保
育
等

持
物　
母
子
手
帳

に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン

食
育
キ
ッ
ズ

期
日　
６
月
３
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
13
時

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
お
子
さ
ん（
１
歳
以
上
）と
保
護
者

内
容　
絵
本
と
ふ
れ
あ
う
ク
ッ
キ
ン
グ

申
込
締
切　
５
月
20
日
（
金
）　

４
月
の
乳
児
健
診・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
バ
ス
タ
オ

ル
／
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
24
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
５
月
24
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
27
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
25
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
27
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
５
月
20
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
27
年
４
月
生
ま
れ
の
子

　
　
　
　
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ
の
子

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

問

申
問

献血日程献血日程

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
５
月
27
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
12
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
20
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
23
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
５
月
19
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 
☎
62‐
１
１
６
５

申
問

■
５
月
16
日（
月
） 

全
血

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

13
時
15
分
〜
14
時
45
分

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

青
山
荘

15
時
15
分
〜
16
時
30
分

■
５
月
28
日（
土
） 

㈱
佐
藤
庫
組

①
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

②
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

（（（

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
者
募
集
！

体
の
筋
肉
や
関
節
を
動
か
し
、活
発
な
生

活
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。送
迎
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
40
歳
〜
90
歳
の
方

日
程　
７
月
〜
９
月
ま
で

会
場　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
器
械
を
使
用
し
た
軽
運
動

申
込
期
間　
５
月
18
日（
水
）〜
25
日（
水
）

　
　

 

合
川
保
健
セ
ン
タ
ー☎

78‐
４
２
７
２

お
知
ら
せ

特定健診・がん検診を

受けましょう！

特定健診・がん検診を

受けましょう！

　　　国保に加入し、特定健診を受診する40・
50・60歳の方
　貧血・心電図・眼底検査を追加して検査しま
す。※集団検診のみ
　　　20歳～39歳の方
　「さわやか健診」を加入している健康保険に
関わらず、どなたでも受診できます。※集団検
診のみ
　　　大腸がん検診（50～54歳）、胃がん検診
（50・52・54・56・58歳）を受診する方
　加入している健康保険に関わらず、検診料金
が無料です。※集団検診のみ
　　　20～ 40歳までの方
　「子宮頸がん検診」を県内の指定医療機関で
受診できます。※受診券が必要ですので、希望
の方はご連絡ください。

★北秋田市の健(検)診の目玉★

※鷹巣地区以外はバス送迎あり

大太鼓ウオーク大太鼓ウオーク
期日期日 ６月１日（水）
時間時間 10時～ 14時（10時受付開始）

申込締切
 ５月20日（金）

▽ウオーキング（２km／６km）
▽講師による歩き方講座

集合場所集合場所 道の駅たかのす

持ち物持ち物

昼食／飲み物／雨具内容

　　 医療健康課健康推進係 ☎62‐6666申問

♠　粋に暮らせる男の講座　♠

開催日

６月14日（火）

７月12日（火）

８月23日（火）
９月13日（火）
10月18日（火）
11月８日（火）
12月13日（火）
１月10日（火）
２月14日（火）

講座内容
開講式／市民ふれあいプラザ「コ
ムコム」視察
明治の芝居小屋「康楽館」視察、
観劇
グランドゴルフに挑戦
伊勢堂岱縄文館と遺跡を探訪
みんなで山菜栽培を学ぼう
史跡、文化財探訪（合川地区）
男の料理「蕎麦打ち」に挑戦
スポーツ吹矢に挑戦
生活習慣病予防／閉講式

　　 げんきワールド ☎60‐1335

対象　市内に在住のおおむね60歳以上の男性
会場　げんきワールドほか　／　定員　25人
時間　13時30分～ 15時
受講料　無料 ※一部観劇代、原材料等の負担あり
申込期間　５月９日～５月31日　※土日を除く

げんきワールド介護予防支援講座

北
秋
田
市
身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員

　
北
秋
田
市
で
は
、
各
地
区
に
身
体
障
害

者
相
談
員
、
知
的
障
害
者
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
身
体
障
害
者
相
談
員
》

【
鷹
巣
】
吉
野
更
生
園

　
櫻
田
益
子
さ
ん 

☎
66‐
２
１
０
４

【
森
吉
】
も
り
よ
し
荘

　
永
井
直
人
さ
ん 

☎
84‐
８
６
３
９

【
阿
仁
】
阿
仁
か
ざ
は
り
苑

　
作
山
士
郎
さ
ん 

☎
78‐
３
１
８
２

【
合
川
】
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
近
藤 

亨
さ
ん 

☎
78‐
３
３
０
１

《
知
的
障
害
者
相
談
員
》

【
鷹
巣
】 

障
害
者
就
職
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
庄
司
真
樹
子
さ
ん 

☎
60‐
１
１
５
０

【
鷹
巣
】
大
野
岱
吉
野
学
園

　
佐
藤
厚
子
さ
ん 

☎
66‐
２
１
０
４

【
森
吉
】
障
害
者
支
援
施
設　
森
幸
園

　
成
田
は
る
み
さ
ん 

☎
75‐
２
１
４
１

【
阿
仁
】
阿
仁
か
ざ
は
り
苑

　
魚
住
由
美
子
さ
ん 

☎
82‐
２
９
８
５

【
合
川
】
更
生
園

　
櫻
井
孝
良
さ
ん 

☎
78‐
３
３
０
１

　

 

福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係

☎
62‐
６
６
３
７

　認知症のことや医療・介護のこと、
日々の生活で心配なことなど、お気
軽にご相談ください。

日時　毎月 第３水曜日 10時～15時
場所　げんきワールド（☎60‐1335）

　 地域包括支援センター ☎69‐7061問

申込み
不要！

申込み
不要！

まちかどカフェまちかどカフェ～移動相談～～移動相談～

おいしい飲み物とお菓子でおしゃべり

申問 　　 医療健康課健康推進係 ☎62‐6666申問

同
時
開
催

【お詫びと訂正】
「健康ガイド」Ｐ３の大腸がん検診の対象年齢
　誤＝50歳以上　　正＝40歳以上
訂正してお詫びいたします。

対象

対象

対象

対象

　健(検)診の案内は、各世帯ごとに黄色の封筒
で郵送します。（封筒には、検診対象になって
いる家族全員の通知書が入っています）

４月から健(検)診がスタートしています！
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合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す

　
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
区
域
外
で

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
設
置
予
定
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
受
付
期
間
】

　
原
則
、
年
内（※

）

※

申
し
込
み
の
多
い
場
合
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

▽
５
人
槽　
46
万
９
０
０
０
円

▽
７
人
槽　
58
万
８
０
０
０
円

▽
10
人
槽　
78
万
４
０
０
０
円

　
　

 

上
下
水
道
課
下
水
道
係

☎
72‐

５
２
４
８

平
成
28
年
度 

秋
田
県
点
字
図
書
館

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

【
事
前
説
明
会
】

日
時　
５
月
11
日（
水
） 

10
時
〜

場
所　
秋
田
県
点
字
図
書
館

申
込
締
切　
５
月
10
日
（
火
）

【
講
座
日
程　

※

各
講
座 

全
30
回
】

期
間　
６
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
１
日

　
〈
点
訳
〉　
毎
週
水
曜
日（
予
定
）

　
〈
音
訳
〉　
毎
週
木
曜
日（
予
定
）

時
間　
10
時
〜
12
時

会
場　
秋
田
県
点
字
図
書
館

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

定
員　
点
訳
・
音
訳 

各
10
人
程
度

申
込
み　
事
前
説
明
会
終
了
後
、
受
け
付

け
し
ま
す　

　
　

 

秋
田
県
点
字
図
書
館

☎
０
１
８‐

８
４
５‐

０
０
３
１

　　 総合政策課政策係 ☎62‐6606

憲
法
週
間
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
三
庁
見
学
ツ
ア
ー

日
時　
５
月
19
日（
木
）９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
秋
田

地
方
検
察
庁
、
秋
田
地
方
法
務
局

募
集
人
員　
40
人 

／ 

参
加
費　
無
料

▽
無
料
法
律
相
談

内
容　
金
銭
・
土
地
建
物
・
交
通
事
故
・

相
続
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日（
金
）10
時
〜
15
時
30
分

場
所　
ア
ト
リ
オ
ン
７
階
（
秋
田
市
）

募
集
人
員　
24
人 

／ 

参
加
費　
無
料

【
共
通
事
項
】

募
集
期
間　
５
月
９
日（
月
）〜
18
日（
水
）

お
知
ら
せ

申
問

申
問

行政評価委員 募集行政評価委員 募集

〇消費生活センターは

　消費生活に関する身近な相談窓口です。

申
込
方
法　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
①

申
込
み
の
行
事
、②
氏
名
、③
人
数
、④

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　

 

秋
田
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
０
１
８‐

８
２
４‐

３
１
２
１

０
１
８‐

８
２
３‐

８
８
４
９

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

◎
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
地
域
の
住
民
が
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
公

共
施
設
等
で
、
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
》

【
日
時
】　
６
月
１
日（
水
） 

10
時
〜
15
時

【
会
場
】※

市
内
４
会
場
同
時
開
催

▽
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
合
川
老
人
憩
の
家　
こ
と
ぶ
き
荘

▽
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

《
平
日
も
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
》

　
法
務
局
で
は
、
特
定
人
権
相
談
所
開
設

日
以
外
の
日
で
も
、
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

【
時
間
】　
平
日 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令
】

　
平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

〈
再
任
〉
中
嶋
眞
知
子
さ
ん
（
鷹
巣
地
区
）

　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

　

 

☎
０
１
８
６‐

42‐

６
５
１
４

６月下旬～平成30年３月31日
委員会出席につき ６,５００円
４人以内
申込書を提出いただくか、市ホーム
ページ「（お知らせ）行政評価委員
募集」からお申し込みください。
※申込用紙は、総合政策課で配付し
ています。
書類審査により、男女比、世代バラ
ンスを考慮して決定します。

５月20日（金）

行政評価委員とは　行政外部の有識者及び市民
の視点で、市が行う事業の今後のあり方などを
調査、検証していただく方々です。

行政評価委員とは　行政外部の有識者及び市民
の視点で、市が行う事業の今後のあり方などを
調査、検証していただく方々です。

市内に居住する満18歳以上の方
※現職の国・県・市の議会議員及び職員を除く
応募資格応募資格

任 期
報 酬
募集人数
応募方法

委員選考

申込締切

任 期
報 酬
募集人数
応募方法

委員選考

申込締切

北秋田市北秋田市

申問

５月は消費者月間です

平成28年４月より「消費生活相談窓口」の名称が

消費生活センター消費生活センター になりました

　電話勧誘によるトラブルが急増して
います。必ず資料を取り寄せ、契約に
関して慎重に検討しましょう。

「消費生活センター」（生活課内）☎62‐6628

「消費者ホットライン」局番なし１８８
受付時間　どちらも （平日）８：30～17：15

い や や

　消費生活における不安や苦情、被害の相談に応
じ、問題解決のための助言や情報提供、あっせん
などをします。一人で悩まずご相談ください。

悪質商法による被害 事業者とのトラブル

製品や食品、サービスによる事故 など

▽　相談窓口　▽

又は

善　
意

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
管
理
者 

佐
々
木
哲
男 

様

　
日
産
リ
ー
フ（
広
告
付
き
電
気
自
動
車
）

▽
秋
田
県
北
部
地
区
連
絡
会 

統
括
局
長

　
能
代
風
の
松
原
郵
便
局
長 

近
藤
英
隆 

様

　
秋
田
内
陸
線
フ
レ
ー
ム
切
手 

一
セ
ッ
ト

▽
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動 

秋
田
県
県

北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長 
虻
川
久
崇 

様

　
黄
色
い
帽
子　

２
０
５
個

　

 

財
政
課
管
財
係 

☎
62‐
６
６
０
３

FAX

申
問

問

問

29

北
秋
田
市
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
家
に
眠
っ
て
い
る
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
集
め
て
飾
る
運
動
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
の
爽
や
か
な
風
に
揺
れ
る
こ
い
の
ぼ
り
を
探
し
に
出
か
け
て
み
よ
う
！

下水道の使用区域が拡大されました。下水道の使用区域が拡大されました。
平成28年度
鷹巣処理区

供用開始済み平成28年４月１日供用開始

　下水道は、皆さんの快適な暮らしの実現は元より、美しく良好な環境の形成や公共用水路（河川等）の
水質向上・保全、伝染病の予防など皆さんの健康にも深く関わる大切な役割を担っています。

　 上下水道課業務係
 　　☎72‐3113

【鷹巣南部】
▽脇神字高村岱の一部
▽脇神字泉屋敷の一部
▽脇神字赤川岱の一部
▽脇神字米ノ岱の一部

中央公園野球場中央公園野球場

南鷹巣
保育園
南鷹巣
保育園

県北家畜
保健衛生所
県北家畜
保健衛生所

鷹巣高校鷹巣高校

【鷹巣南部】
▽綴子字田中表の一部

田中総合
センター
田中総合
センター

田
中
橋

田
中
橋

綴
子
川
綴
子
川
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企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時

定
員　
先
着
10
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
習

期
間　
５
月
19
日（
木
）、
20
日（
金
）

内
容　
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
と
終
了
、
文
字

入
力
の
基
本
か
ら
文
書
作
成
な
ど

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
８
０
円

申
込
締
切　
５
月
９
日（
月
）

▽
ワ
ー
ド
初
級
講
習

期
間　
５
月
26
日（
木
）、
27
日（
金
）

内
容　
文
書
作
成
、
表
の
作
成
な
ど

テ
キ
ス
ト
代　

１
２
９
６
円

申
込
締
切　
５
月
16
日（
月
）

▽
エ
ク
セ
ル
初
級
講
習

期
間　
６
月
９
日（
木
）、
10
日（
金
）

内
容　
基
本
操
作
と
基
本
関
数

テ
キ
ス
ト
代　
５
４
０
円

申
込
締
切　
５
月
30
日（
月
）

▽
ワ
ー
ド
応
用
講
習

期
間　
６
月
16
日（
木
）、
17
日（
金
）

内
容　
文
書
作
成
、
表
の
作
成
、
読
み
方

が
分
か
ら
な
い
文
字
の
入
力
方
法
な
ど

テ
キ
ス
ト
代　

１
２
９
６
円

申
込
締
切　
６
月
６
日（
月
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

お
知
ら
せ

【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。
希望日の前日までに電話でお申し込みください。
　 都市計画課都市計画住宅係　☎72‐5246問

胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★
簡易耐火構造２階建３ＬＤＫ　月額16,200円～37,200円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,200～18,200円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額13,100～22,000円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
御嶽団地･･･本城字上悪戸31‐1
木造平屋２戸建２ＬＤＫ　月額19,100～43,900円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～22,400円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額14,900円～34,300円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4‐6★
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額17,500～40,200円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147★
木造平長屋４戸建２ＬＤＫ　月額24,100円～55,400円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147
木造平長屋５戸建１ＬＤＫ　月額19,300円～44,300円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,000円（共益費800円）
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　５月２日（月）～10日（火）
　　　　　　第２回　５月12日（木）～17日（火）
※第２回の募集住戸については、５月11日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

募集戸数・・・①～⑧まで各１戸

市営住宅入居者募集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

▽
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
付
期
間　
６
月
20
日（
月
） 

９
時
〜

　
　
　
　
　
６
月
29
日（
水
）※
受
信
有
効

第
１
次
試
験
日　
９
月
４
日（
日
）

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く

は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

☎
０
２
２‐
２
２
１‐
２
０
２
２

警
察
官
・
女
性
警
察
官
採
用
試
験

試
験
区
分　
警
察
官
Ａ
Ⅰ（
男
性
の
み
）　

　
／
警
察
官
Ａ
Ⅱ
／
女
性
警
察
官
Ａ

受
検
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
を
卒
業
又
は
※
卒
業
見
込
み
の
者

※
警
察
官
Ａ
Ⅰ
は
、
平
成
28
年
９
月
ま
で

に
、
警
察
官
Ａ
Ⅱ
と
女
性
警
察
官
Ａ
は
、

平
成
29
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

い
ず
れ
も
人
事
委
員
会
が
同
等
の
学
歴

を
有
す
る
と
認
め
る
場
合
は
受
験
可
能

【
受
付
期
間
】　
５
月
13
日
〜
６
月
８
日

第
１
次
試
験
の
期
日
及
び
内
容

７
月
９
日（
土
） 

体
力
検
査
・
身
体
検
査

７
月
10
日（
日
） 

教
養
試
験
・
論
文
試
験

　
　
　
※
第
２
次
試
験
は
８
月
中
に
実
施

採
用
予
定
日 ﹇
Ａ
Ⅰ
﹈平
成
28
年
10
月
１
日

﹇
Ａ
Ⅱ
／
女
性
﹈平
成
29
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.02
0.03
0.04
0.02
0.03
0.02

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（４月18日測定）空間線量調査（４月18日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

生活課環境係
☎62̶1110

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間（
６
か
月
）

　
７
月
１
日（
金
）〜
12
月
27
日（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科
（
定
員
）

▽
電
気
設
備
技
術
科
（
15
人
）

▽
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

募
集
期
間

　
５
月
30
日（
月
）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
て
い
る
方

　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

魅力ある特産品の魅力ある特産品の

開発・改良を応援します！開発・改良を応援します！

北秋田市提案公募型特産品活性化推進事業

　　市内事業所による商品開
発・既存商品の改良に要する
費用の一部を助成し、地場産
業の活性化を図ります。　

経済センサス－活動調査経済センサス－活動調査
一般財団法人日本防火・防災協会

《期日》　７月７日（木）、８日（金）の２日間
《会場》　プラザ杉の子（大館市）
《受付期間》　５月20日（金）～６月１日（水）
《受講料》　６,５００円
《受講案内・申込書等の配布場所》
 ▽北秋田市消防本部、各分署
 ▽日本防火・防災協会のホームページ

甲種防火管理新規講習甲種防火管理新規講習平成28年度

　 消防本部予防課 ☎62‐1119問

　全ての企業・事業所を対象に全産業分野の経済
活動を同一時点で網羅的に把握する調査です。
調査の結果は…国の行政施策をはじめ、地域の
産業振興や商店街の活性化などの地域行政の
ための基礎資料として利活用されます。

　支社等のない事業所等には、調査員が直接伺い、
調査票をお配りします。支社等を有する企業には、
民間事業者を通じて本社等に調査票を郵送します。
　調査票は、平成28年５月末日
までにお届けしますので、紙の
調査票に記入していただくか、
インターネットにより回答して
いただきます。

平成28年

　経済センサス－活動調査とは

　調査票の配布・回答方法

　 総合政策課政策係 ☎62‐6606 　　 商工観光課商工労働係 ☎72‐3112

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

活
動
内
容　
日
常
生
活
の
範
囲
で
知
り
得

た
、
米
代
川
に
関
す
る
地
域
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
及
び
河
川
に
つ
い
て
異
常

を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
な
ど

活
動
範
囲　
米
代
川
（
モ
ニ
タ
ー
に
な
ら

れ
る
方
の
自
宅
周
辺
）

応
募
資
格　
河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
い

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

募
集
人
員　

２
人

任
期　
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

報
酬　
月
額
４
５
０
０
円
程
度

応
募
期
限　
５
月
９
日（
月
）ま
で

　
　

 

能
代
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
１
８
５‐
70‐
１
２
４
６

申請期間　５月２日（月）～６月24日（金）

○事業の内容○事業の内容

≪プレゼンテーション審査≫　７月中旬を予定
≪事業実施期間≫　平成29年３月10日（金）まで

　　　　　　　　市内で生産していない農林水
産物資源であれば、市外のものを活用した商
品の開発・改良も補助対象です。

補助対象を拡大！より使いやすくなりました補助対象を拡大！より使いやすくなりました

問 申問

申
問

申
問

問問問

変更の内容変更の内容

問い合わせ
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お
知
ら
せ

総人口　33,912人（113人減）【144人（5人減）】
男　　15,817人（69人減） 【 14人（1人減）】
女　　18,095人（44人減） 【130人（4人減）】

　　出生 14人【0人】　　転入 171人【3人】
　　死亡 55人【0人】　　転出 243人【8人】
　世帯数 14,218世帯（1世帯減）【139世帯】

人口と世帯数
※３月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
３
月
》

▽
慶
弔
費　
10
万　

４
６
０
円
（
９
件
）

▽
会　
費　
４
万
７
０
０
０
円
（
５
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
３
６
０
０
円
（
１
件
）

▽
合　
計　
15
万
１
０
６
０
円
（
20
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

62‐7001
62‐1146
62‐7001
62‐7001
62‐7001
63‐0515
60‐1055
63‐2700
69‐5300
72‐4501
78‐3161
82‐2351
62‐7001
62‐1101
62‐1155
60‐1055
62‐7001
78‐3161
62‐2261
69‐5300
69‐7311
63‐0515
62‐7001
72‐4501
62‐1101
82‐2351
63‐2700
62‐1146
62‐2261
62‐1155
69‐7311

北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
毛利整形外科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
近 藤 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
児玉内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
奈 良 医 院
津 谷 内 科
近 藤 医 院
児玉内科クリニック

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

成
田
民
治

藤
田
イ
チ

佐
藤
ハ
ル
ヱ

小
塚
テ
ル
子

五
代
儀
増
子

大
川
ヱ
イ
子

河
田
ユ
ミ

中
嶋
ミ
ヱ

三
浦
チ
ヨ

小
塚
一
俊

小
畑
通
泰

山
田
イ
ワ

萩
野
愼
造

佐
藤
正
男

藤
島
守
夫

福
原
富
治

岩
川
美
智
子

佐
藤
信
雄

花
田
公
明

明
石
ユ
キ

花
田
定
行

関
　
仁
一
郎

松
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納
期
限

税

５
月
31
日

軽
自
動
車
税
全　
期

固
定
資
産
税
第
１
期

入
札
結
果
の
公
表
《
３
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
橋
梁
補
修
工
事（
伏
影
橋
）／
４
４
２
８

万
円
／
㈱
秋
田
土
建
▼
舗
装
維
持
工
事

（
そ
の
他
市
道
中
新
田
横
渕
線
）／
７
７
７

万
６
０
０
０
円
／
㈱
秋
田
土
建
▼
舗
装
維

持
工
事（
そ
の
他
市
道
上
杉
塚
の
岱
線
）／

２
８
４
万
４
０
０
円
／
㈲
宗
和
▼
舗
装
維

持
工
事（
そ
の
他
市
道
旭
町
５
号
線
）／
２

５
３
万
８
０
０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▼
歩

行
空
間
整
備
工
事（
1
級
市
道
米
代
町
線
）

／
１
億
２
０
４
２
万
円
／
㈱
芳
賀
工
務
店

▼
橋
梁
補
修
工
事（
牛
滝
橋
）／
３
８
８
８

万
円
／
㈱
秋
田
土
建

防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

《
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
》

①
一
般
幹
部
候
補
生　
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
／
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
卒

（
見
込
み
含
む
）の
者
／
28
歳
未
満
の
修

士
課
程
修
了
者
等（
見
込
み
含
む
）

②
歯
科
幹
部
候
補
生　
20
歳
以
上
30
歳
未

満
で
大
学
に
お
い
て
正
規
の
歯
学
課
程

を
修
め
卒
業
し
た
者（
見
込
み
含
む
）

③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生　
20
歳
以
上
28
歳

未
満
で
大
学
に
お
い
て
正
規
の
薬
学
課

程
を
修
め
卒
業
し
た
者（
見
込
み
含
む
）

【
試
験
日
】　
５
月
14
日（
土
） 

筆
記
試
験

５
月
15
日（
日
） 

筆
記
式
操
縦
適
性
検

査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

【
受
付
】　
５
月
６
日（
金
）ま
で ※

必
着
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８
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３
９
８
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４
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100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!

成田エキさん（李岱）
大正５年４月１日生まれ

齊藤ハルエさん（花園町）
大正５年４月21日生まれ

４月１日、祝品贈呈式
（自宅）

４月21日、祝品贈呈式
（グループホーム もりの郷）
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みんな集まれ！
みんな集まれ！

検索秋田内陸ナビ

ホームページから情報発信ホームページから情報発信

森吉山ガイドページ森吉山ガイドページ 秋田内陸ナビ秋田内陸ナビ（秋田内陸交通経路検索）（秋田内陸交通経路検索）

　四季折々の美しい風景や地域素材を写真で紹介
するとともに、北秋田市を訪れた方々が撮影した
写真を公開しながら、様々な視点や価値観から見
た当市の魅力を幅広く発信していきます。

サイトへのアクセス方法

　 秋田県内陸地域公共交通連携協議会 ☎82‐2114

ぜひご覧ください！

①バーコード読み取り
②「秋田内陸ナビ」で
検索
③ＵＲＬを直接入力

「hahaha.akita.jp」をリニューアル「hahaha.akita.jp」をリニューアル

皆さんと一緒に作り上げていくホームページです皆さんと一緒に作り上げていくホームページです

皆さんからの投稿をお待ちしています。

　 商工観光課観光振興係 ☎72‐5243
ＵＲＬ　http://hahaha.akita.jp

問 問

　パソコンやスマートフ
ォン等から、ぜひご利用
ください♪
※対象交通機関：内陸線
／秋北バス／羽後交通

経路検索が簡単にできます！経路検索が簡単にできます！

５.５. 2121土 2222日
2016 秋田内陸線2016 秋田内陸線

20162016

９：30‐15：00９：30‐15：00会場／阿仁合駅周辺会場／阿仁合駅周辺

毎年大人気の「のりものまつり」を今年も開催！

乗り物とイベント盛りだくさんの２日間。みんなで遊びにきてね！

展示コーナー展示コーナー

内陸線保守用車両／パトカー／消防車／高所

作業車／木製ロールスロイス／自衛隊車／ミ

ニＳＬ etc...

イベントイベント

バター餅まき／バルーンアート／こぐま展示

／ゆるキャラ大集合／飲食、物販コーナー／

車両基地見学／似顔絵描き etc...

会場には内陸線で♪（ホリデーフリーきっぷ）

大人大人 １０００円

小人小人 ５００円

鷹巣駅～阿仁合駅間
1日乗り放題！
（※急行料金別）

≪内陸線有人駅で販売しています≫

　秋田内陸線のりものまつり実行委員会事務局 ☎82-2114（平日 8：30～17：15）問

◎内陸線で来場された方への　プレゼント！◎内陸線で来場された方への　プレゼント！
記念缶バッジ記念缶バッジ

豪華景品が当たる「ガラポン抽選会」抽選券豪華景品が当たる「ガラポン抽選会」抽選券

▼
▼

のりものまつり

のりものまつり
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